
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　貯蔵物を収納する貯蔵室と、前記貯蔵室に流入する冷気を生成する冷却器と、冷気が上
昇する上昇通路と前記上昇通路を通った冷気が下降する下降通路とを有して該冷気を前記
貯蔵室に導く冷気通路と、前記下降通路側に配されるとともに前記下降通路内を流通する
冷気による冷熱を前記貯蔵室内に放出する部材とを備え、
　前記部材を前記上昇通路に面して延設し、前記下降通路と連通する隙間を介して前記部
材と前記上昇通路とを隔離する断熱部材を設けたことを特徴とする冷蔵庫。
【請求項２】
　貯蔵物を収納する貯蔵室と、前記貯蔵室に流入する冷気を生成する冷却器と、冷気が上
昇する上昇通路と前記上昇通路を通った冷気が下降する下降通路とを有して該冷気を前記
貯蔵室に導くとともに前記貯蔵室と隔壁を介して設けられる冷気通路と、前記下降通路側
に配されるとともに前記隔壁の少なくとも一部を形成して前記下降通路内を流通する冷気
による冷熱を前記貯蔵室内に放出する部材とを備え、
　前記部材を前記上昇通路に面して延設し、前記下降通路と連通する隙間を介して前記部
材と前記上昇通路とを隔離する断熱部材を設けた
ことを特徴とする冷蔵庫。
【請求項３】
　前記冷気通路から前記貯蔵室内に冷気を吐出する吐出口を前記部材の左右両側の横の位
置に設けたことを特徴とする請求項１ 請求項 に記載の冷蔵庫。
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【請求項４】
　前記部材は前記貯蔵室の内壁の一部を形成するとともに、熱伝導性の金属からなること
を特徴とする請求項１～請求項 のいずれかに記載の冷蔵庫。
【請求項５】
　前記冷気通路は、前記冷却器から前記隔壁と前記断熱部材で隔離された前記上昇通路に
至るまでの少なくとも一部分が断熱性の材料を用いて形成されていることを特徴とする請
求項１～請求項 のいずれかに記載の冷蔵庫。
【請求項６】
　前記冷却通路を前記貯蔵室の背後に配し、前記貯蔵室の横方向の略中央に配される前記
下降通路の下部に冷気を吐出する開口部を設けたことを特徴とする請求項１または請求項

記載の冷蔵庫。
【請求項７】
　前記上昇通路を前記下降通路の両側部に配し、前記上昇通路から貯蔵室内に冷気を吐出
する吐出口を、前記上昇通路と前記下降通路の隔壁と、前記貯蔵室の側壁との略中央に設
けたことを特徴とする請求項１または請求項２また 求項 に記載の冷蔵庫。
【請求項８】
　前記貯蔵室の天井部に前記上昇通路の上端から冷気が流入する天井ダクトを備え、前記
貯蔵室に向けて冷気を吐出する複数の天井吐出部を前記天井ダクトの左右に分散して設け
たことを特徴とする請求項１～請求項 のいずれかに記載の冷蔵庫。
【請求項９】
　前記部材及び前記断熱部材を着脱自在にしたことを特徴とする請求項１～請求項 のい
ずれかに記載の冷蔵庫。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は冷気を貯蔵室内に送出する冷蔵庫に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来の冷蔵庫の部分側面断面図を図９に示す。冷蔵庫１は外部を覆う外箱２ａの内側に内
箱２ｂが配され、外箱２ａと内箱２ｂとの隙間には発泡ポリウレタン等の断熱材２ｃが充
填されている。内箱２ｂにより覆われる冷蔵室１１の前面は回動式の断熱扉３により開閉
可能になっている。
【０００３】
冷蔵室１１の下部には隔離室である氷温室１４が設けられ、その下方には野菜室１２が配
されている。野菜室１２の前面はスライド式の断熱扉４により開閉可能になっている。冷
蔵室１１と野菜室１２は樹脂成形品から成る仕切板３１、３２によって仕切られている。
仕切板３２には貫通口３２ａが設けられている。
【０００４】
冷蔵室１１及び氷温室１４の背後には冷却器（不図示）により生成される冷気が送風機（
不図示）により送出されて流通する冷気通路２８が設けられている。冷蔵室１１の背面に
は冷気通路２８に面する部材４２が設けられている。氷温室１４の背面には断熱材３６を
介して冷気通路２８に面する背面板３５が設けられている。
【０００５】
冷気は部材４２及び断熱材３６に設けられた開口部４２ａ、３６ａを介して冷蔵室１１に
流入し、冷蔵室１１内を冷却する。そして、該冷気は自重により降下し、貫通孔３２ａか
ら冷気通路３０を通って野菜室１２内に流入する空気流を形成する。これにより、野菜室
１２内が冷却される。
【０００６】
また、部材４２は金属板等から成り、冷気通路２８を流通する冷気による冷熱を伝えて冷
蔵室１１内に放出するようになっている。従って、冷蔵室１１は部材４２の全面から放出
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される冷熱により均一に冷却されるようになっている。更に、冷却器の停止中に、蓄積し
た冷熱を放出して冷蔵室１１内の保冷を行うようになっている。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、上記の従来の冷蔵庫によると、部材４２の全面から放出される冷熱により
冷蔵室１１は冷却されるが、冷気通路２８内を流れる冷気量が多くなった場合等に冷蔵室
１１内と冷気通路２８内との間の温度差が大きくなる。これにより、部材４２の冷蔵室１
１側の表面に結露が生じる。その結果、冷蔵室１１内が乾燥して冷蔵室１１に貯蔵される
食品等が早く劣化する問題があった。
【０００８】
また、送風機により冷気通路２８内に送出される冷気の圧力は変動するので、結露を防止
するために冷気通路２８内を流れる冷気量を少なくすると、冷気が流れない場合が生じる
。このため、冷蔵室１１内に放出される冷熱の量がばらつき、貯蔵室内の温度が不均一に
なるという問題もあった。
【０００９】
本発明は、貯蔵室内の温度の均一化を図るとともに結露を防止できる冷蔵庫を提供するこ
とを目的とする。
【００１０】
【課題を解決するための手段】
　上記目的を達成するために本発明 は、貯蔵物を収納する貯蔵室と、前記貯蔵室
に流入する冷気を生成する冷却器と、冷気が上昇する上昇通路と前記上昇通路を通った冷
気が下降する下降通路とを有して該冷気を前記貯蔵室に導く冷気通路と、前記下降通路
に配されるとともに前記下降通路内を流通する冷気による冷熱を前記貯蔵室内に放出する
部材とを備え

ことを特徴としている。
【００１１】
この構成によると、冷却器により生成される冷気は上昇通路を上昇した後、下降通路を下
降して貯蔵室に流入する。そして、下降通路を通る冷気による冷熱は熱伝導性を有する熱
伝導部材に伝達され、前記部材の全面から一様に冷熱が貯蔵室内に放出される。
【００１２】
　また本発明の冷蔵庫は、貯蔵物を収納する貯蔵室と、前記貯蔵室に流入する冷気を生成
する冷却器と、冷気が上昇する上昇通路と前記上昇通路を通った冷気が下降する下降通路
とを有して該冷気を前記貯蔵室に導くとともに前記貯蔵室と隔壁を介して設けられる冷気
通路と、前記下降通路側に配されるとともに前記隔壁の少なくとも一部を形成して前記下
降通路内を流通する冷気による冷熱を前記貯蔵室内に放出する部材とを備え、前記部材を
前記上昇通路に面して延設し、前記下降通路と連通する隙間を介して前記部材と前記上昇
通路とを隔離する断熱部材を設けたことを特徴としている
【００１３】
この構成によると、冷却器により生成される冷気は上昇通路を上昇した後、下降通路を下
降して貯蔵室に流入する。そして、下降通路を通る冷気による冷熱は貯蔵室との隔壁を成
して熱伝導性を有する熱伝導部材に伝達され、前記部材の全面から一様に冷熱が貯蔵室内
に放出される。
【００１４】
　

また本発明は、上記構成の
冷蔵庫において、前記冷却通路を前記貯蔵室の背後に配し、前記貯蔵室の横方向の略中央
に配される前記下降通路の下部に冷気を吐出する開口部を設けたことを特徴としている。
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、前記部材を前記上昇通路に面して延設し、前記下降通路と連通する隙間を
介して前記部材と前記上昇通路とを隔離する断熱部材を設けた

。

また、前記冷気通路から前記貯蔵室内に冷気を吐出する吐出口を前記部材の左右両側の
横の位置に設けたことを特徴とする。また、前記部材は前記貯蔵室の内壁の一部を形成す
るとともに、熱伝導性の金属からなることを特徴とする。また、前記冷気通路は、前記冷
却器から前記隔壁と前記断熱部材で隔離された前記上昇通路に至るまでの少なくとも一部
分が断熱性の材料を用いて形成されていることを特徴とする。



この構成によると、下降通路を通る冷気は左右方向における貯蔵室の略中央の下部から貯
蔵室内に流入する。
【００１５】
また本発明は、上記構成の冷蔵庫において、前記上昇通路を前記下降通路の両側部に配し
、前記上昇通路から貯蔵室内に冷気を吐出する吐出口を、前記上昇通路と前記下降通路の
隔壁と、前記貯蔵室の側壁との略中央に設けたことを特徴としている。この構成によると
、貯蔵室の側壁と下降通路との間に配される上昇通路を上昇する冷気は吐出口から貯蔵室
内に流入する。
【００１７】
また本発明は、上記構成の冷蔵庫において、前記貯蔵室の天井部に前記上昇通路の上端か
ら冷気が流入する天井ダクトを備え、前記貯蔵室に向けて冷気を吐出する複数の天井吐出
部を前記天井ダクトの左右に分散して設けたことを特徴としている。この構成によると、
下降通路の両側部に設けられる上昇通路内を上昇する冷気は下降通路及び天井ダクトに流
入する。天井ダクトを通る冷気は天井吐出部から左右に分散して貯蔵室内に流入する。
【００１９】
また本発明は、上記構成の冷蔵庫において、前記部材及び前記断熱部材を着脱自在にした
ことを特徴としている。
【００２０】
【発明の実施の形態】
以下に本発明の実施形態を図面を参照して説明する。説明の便宜上、図９の従来例と同一
の部分には同一の符号を付している。図１は一実施形態の冷蔵庫を示す側面断面図である
。冷蔵庫１は外部を覆う外箱２ａの内側に内箱２ｂが配され、外箱２ａと内箱２ｂとの隙
間には発泡ポリウレタン等の断熱材２ｃが充填されている。冷蔵庫１の内部は上から冷蔵
室１１、野菜室１２、冷凍室１３の順に区分けされている。
【００２１】
野菜室１２と冷凍室１３は断熱材から成る仕切枠１７及び断熱材から成る仕切板１９に仕
切られており、冷凍室１３は更に断熱材から成る仕切枠１８により上部と下部に仕切られ
ている。冷蔵室１１と野菜室１２は断熱材から成る仕切枠１６及び樹脂成形品から成る仕
切板３１、３２によって仕切られている。仕切板３２には貫通口３２ａが設けられている
。
【００２２】
冷蔵室１１の下部には仕切板４６で仕切られる隔離室である氷温室１４が設けられている
。冷蔵室１１には複数の棚４５が設けられている。冷蔵室１１の前面は回動式の断熱扉３
により開閉可能になっている。野菜室１２、冷凍室１３の上部及び冷凍室１３の下部は前
面が夫々スライド式の断熱扉４、５、６により開閉可能になっており、収納容器５４、５
５、５６を引出せるようになっている。
【００２３】
冷凍室１３の後部には圧縮機２０が配されている。圧縮機２０には吐出パイプ２０ａを介
して凝縮器（不図示）が連結されており、吸込パイプ２０ｂを介して冷却器２１が連結さ
れている。凝縮器と冷却器２１はキャピラリーチューブ（不図示）を介して連結されてい
る。
【００２４】
これにより冷凍サイクルが構成され、冷凍サイクル運転が行われると冷却器２１が冷却さ
れるようになっている。冷却器２１の下方には冷却器２１の除霜を行う除霜ヒータ６２が
設けられている。６４はドレン受け部材である。
【００２５】
冷却器２１は冷気通路２３内に配されており、冷気通路２３の下部は内箱２ｂと樹脂成形
品から成るエバカバー３３とにより形成されている。冷気通路２３内の冷却器２１の上方
には送風機２２が配されている。冷気通路２３は背面板３３ａに設けられた流入口１３ａ
、１３ｃ及び流出口カバー３３ｂに設けられた流出口１３ｂにより冷凍室１３と連通して
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いる。
【００２６】
冷気通路２３は送風機２２の上方に配される冷気通路２８とダンパー６５を介して連通し
ている。冷気通路２８の下部は氷温室１４の背面板３５に固着される断熱部材３６と内箱
２ｂとにより形成されている。冷気通路２８の上部は冷蔵室１１の内壁を形成する部材４
２と内箱２ｂ上に設けられた背面板７０とにより形成されている。背面板７０は上記の背
面板３５と一体に形成されている。
【００２７】
冷蔵室１１の正面図を図２に示すと、冷気通路２８は略中央に配される下降通路２８ａと
、下降通路２８ａの両側部に分岐する上昇通路２８ｂとを有している。下降通路２８ａと
上昇通路２８ｂの隔壁となるリブ２８ｄは背面板７０と一体に形成されている。
【００２８】
そして、下降通路２８ａは冷気通路２３からの冷気が直接侵入しないように下方が閉塞さ
れ、上昇通路２８ｂとは連通孔２８ｇで連通している。下降通路２８ａの下端には冷蔵室
１１に向けて開口する開口部４２ａが設けられている。冷気通路２８を通る冷気は上昇通
路２８ｂを上昇して下降通路２８ａに導かれ、下降通路２８ａを下降して開口部４２ａか
ら冷蔵室１１内に流入するようになっている。
【００２９】
背面板３５と断熱部材３６には同じ位置に開口部３５ａ、３６ａが設けられている。また
、上昇通路２８ｂから下方に向けて分岐する分岐通路２８ｈを介して開口部３５ｃ、３６
ｃ（３６ｃは不図示）が設けられている。開口部３５ａ、３６ａ、３５ｃ、３６ｃにより
氷温室１４は冷気通路２８と連通している。
【００３０】
部材４２は図４に示すような形状の熱伝導性を有する熱伝導部材（例えば、加工性が良く
防錆効果の高いアルミニウム合金やステンレス等）から形成されている。これにより蓄冷
及び冷熱の放出を可能にしている。なお、前記熱伝導部材の厚みが厚い場合は蓄冷能力が
上がり、強度も増加する。厚みが薄い場合は冷熱の放出効率が上がり、軽量化にも有利で
ある。そのため、目的に応じて薄板材や厚板材を適時適所に選び設ければよい。
【００３１】
部材４２の表面に凹凸形状をプレス加工等により設けると、表面積を増加させることがで
きる。これにより蓄冷や冷熱の放出量が増加して冷却効率の向上を図ることができる。更
に、線状に連続する凹部または凸部を設けることにより、部材４２の強度を補強すること
ができる。
【００３２】
部材４２の上端と下端部分の断面詳細図を図６、図７に示す。これらの図によると、部材
４２は背面板７０に設けられた上取付部７１及び背面板３５に設けられた下取付部７２に
より係止される。上取付部７１のレバー部７１ａを手指で押上げると爪部７１ｂの係合が
解除される。
【００３３】
この状態で部材４２の上部を手前に倒して、上方に引上げることにより部材４２を脱着で
き、部材４２は着脱自在になっている。これにより冷気通路２８や部材４２の冷気通路２
８側の清掃等を容易に行うことができるようになっている。尚、部材４２の下部は断熱部
材３６に固着されるシール材７３により密閉されている。
【００３４】
また、部材４２の下端部分を図８に示すように構成してもよい。即ち、部材４２の下端に
係止部４２ｂを形成し、背面板３５には開口３５ｄを形成する。そして、係止部４２ｂと
開口３５ｄとを係合させて部材４２を係止する。開口３５ｄは断熱部材３６により覆われ
て密閉されている。これにより上記のシール材７３を省くことができる。
【００３５】
冷蔵室１１の上部の断面図を図３に示すと、部材４２は上昇通路２８ｂに対峙する部分ま
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で延設した延設部４２ｆが設けられている。延設部４２ｆの上昇通路２８ｂ側の面には、
隙間２８ｆを介して断熱部材２８ｃが配されている。そして、部材４２を脱着しすると断
熱部材２８ｃを取り外すことができるようになっている。
【００３６】
下降通路２８ａを通る冷気による冷熱は部材４２に伝達され、上昇通路２８ｂを通る冷気
の冷熱の多くは、断熱部材２８ｃにより部材４２に伝達されない。そして、上昇通路２８
ｂに対峙する延設部４２ｆは下降通路２８ａから隙間２８ｆに侵入する冷気によって冷熱
が伝達されるようになっている。
【００３７】
上昇通路２８ｂの側壁７０ｆは背面板７０により形成されており、側壁７０ｆには複数の
開口部７０ａが設けられている。背面板７０には部材４２の外側周辺を覆う壁面部７０ｃ
が形成されている。壁面部７０ｃには開口部７０ａと連通する複数の吐出部７０ｂが凹設
されている。従って、吐出部７０ｂ及び開口部７０ａを介して、上昇通路２８ｂは冷蔵室
１１と連通し、冷気を冷蔵室１１に吐出できるようになっている。
【００３８】
前述の図２において、壁面部７０ｃは載置部７４に載置される棚４５と同じ高さ付近に形
成され、棚４５（図１参照）上に載置される食品等が吐出部７０ｂに落下しないようにな
っている。そして、開口部７０ａは貯蔵物が上昇通路２８ｂに落込まないようにスリット
状になっている。また、背面板７０には冷気を吐出部７０ｂに導くリブ７０ｄが形成され
ている。
【００３９】
冷蔵室１１の天井部分には樹脂成形品から成る上面板４３と内箱２ｂとにより天井ダクト
５４が形成されている。天井ダクト５４は左右に並設されており、上昇通路２８ｂと連通
して冷気が導かれる。そして、上面板４３の前後方向に複数設けられた天井吐出部４３ａ
により左右に分散して冷気が吐出される。
【００４０】
分岐された上昇通路２８ｂにより、冷気は天井ダクト５４に流入する前に左右に拡散され
ているため、冷蔵室１１の背壁に近い位置に設けられた天井吐出部４３ａからも充分冷気
が吐出されるようになっている。尚、左右の天井ダクト５４の間には透明な照明カバー５
３で覆われる照明灯５１が設けられている。
【００４１】
上記構成の冷蔵庫１において、送風機２２が駆動されると、冷凍室１３内の空気は流出口
１３ｂから冷気通路２３に導かれる。該空気は冷却器２１と熱交換して冷却され、流入口
１３ａから冷凍室１３に流入する。これにより冷凍室１３内が冷却される。
【００４２】
また、冷却器２１と熱交換した冷気はダンパー６５を介して冷却通路２８内を流通する。
該冷気の一部は開口部３５ａ、３６ａから氷温室１４に流入する。また、上昇通路２８ｂ
から分岐する分岐通路２８ｈを通る冷気が開口部３５ｃ、３６ｃ（３６ｃは不図示）から
氷温室１４に流入する。これにより、氷温室１４内が例えば－１℃に冷却される。尚、分
岐通路２８ｈ内に侵入する冷気は自重により下降するため、若干高温の氷温室１４内の冷
気が開口部３５ｃから逆流することを防止できるようになっている。
【００４３】
他の冷気は左右の上昇通路２８ｂを分岐して進行する。上昇通路２８ｂを通る冷気はリブ
７０ｄに案内されて吐出部７０ｂから冷蔵室１１内に吐出される。連通孔２８ｇから下降
通路２８ａに侵入して下降する冷気は、開口部４２ａから冷蔵室１１内に吐出される。上
昇通路２８ｂから天井ダクト５４に侵入する冷気は、天井吐出部４３ａから左右に分散し
て吐出される。
【００４４】
また、下降通路２８ａ内を流通する冷気による冷熱の一部は部材４２に伝えられる。そし
て、少量の冷気は隙間２８ｆに流入する。この時、断熱部材２８ｃに面する部材４２の延

10

20

30

40

50

(6) JP 3644860 B2 2005.5.11



設部４２ｆは、隙間２８ｆを通る冷気により冷熱が伝えられる。そして、部材４２の全面
から冷蔵室１１内に冷熱として放出される。従って、部材４２からの冷熱と、吐出部７０
ｂ及び天井吐出部４３ａから分散して吐出される冷気とにより、冷蔵室１１内が効率良く
均一に冷却される。
【００４５】
冷蔵室１１内の空気は棚４５の間や棚４５の前面を通り氷温室１４の下方から開口部３２
ａを介して冷気通路３０を流通し、野菜室１２内の前方に流入する。更に収納容器５４の
前面から下方を通り、野菜室１２内が冷却される。そして、流出口（不図示）からダクト
（不図示）を通り冷却器２１の下部に導かれて冷気が循環する。
【００４６】
冷蔵室１１内の温度を検知する冷蔵室温度検知部（不図示）の検知結果に基づいて圧縮機
２０及び送風機２２が運転及び停止され、冷蔵室１１及び野菜室１２の温度は例えば３℃
に維持されるようになっている。
【００４７】
本実施形態によると、下降通路２８ａ及び隙間２８ｆを通る冷気の冷熱の一部は熱伝導板
として機能する部材４２を熱伝導し、部材４２の全面から冷蔵室１１内に放出される。従
って、冷蔵室１１は下降通路２８ａと上昇通路２８ｂを覆う広い面積から一様に放出され
る冷熱により均一に冷却される。
【００４８】
この時、断熱部材２８ｃにより、上昇通路２８ｂを通る冷気から部材４２に多くの冷熱は
伝達されないため、冷気通路２８に多くの冷気を流した際に部材４２に伝達される冷熱量
が制限され、部材４２の結露を防止することができる。そして、断熱部材２８ｃの面積や
厚みを可変することにより、所望の温度や流量の冷気を流通させることができる。
【００４９】
尚、冷気通路２８を通る冷気の温度が低い場合や、冷気の流量が増加した場合等の冷却能
力が上昇した際に、部材４２の冷気による冷却を和らげて下降通路２８ａ付近の部材４２
の冷蔵室１１側に結露を防止するために、厚みの薄い断熱部材を下降通路２８ａの部材４
２側にも設けてもよい。
【００５０】
また、上昇通路２８ｂを通過し、下降通路２８ａを通る冷気から伝達される冷熱が部材４
２から放出される。この為、送風機２２に送出されて冷気通路２８に侵入した直後の冷気
は圧力が変動して脈流となっているが、連通孔２８ｇを通って下降通路２８ａを通る冷気
は圧力が低下して整流となっている。これにより、冷気量が少ない場合においても冷蔵室
１１内に放出される冷熱の量が安定し、貯蔵室内の温度を均一にすることができる。
【００５１】
また、吐出部７０ｂ及び天井吐出部４３ａは冷蔵室１１の背面及び上面に複数設けられる
ため、冷気が分散して冷蔵室１１に流入する。このため、冷蔵室１１は均一且つ迅速に冷
却される。
【００５２】
ここで、部材４２は図５に示すように、ゼリー状や液状の保冷材４２ｃを包装材４２ｄ、
４２ｅにより封入した蓄冷部材にしてもよい。このようにすると、部材４２は冷気通路２
８内を流通する冷気の冷熱でより蓄冷され、冷蔵室１１内の温度分布に応じて冷熱として
放出する。従って、冷蔵室１１が均一に冷却される。
【００５３】
更に、蓄冷部材により圧縮機２０の停止中や冷気通路２８内の冷気温度の変動に対して吸
熱や放熱を行い、冷気通路２８内の冷気温度を維持することができるようになる。この時
、該蓄冷部材が冷蔵室１１の内壁を形成しているので冷蔵室１１のスペースを広くするこ
とができ、冷蔵庫１の省スペース化を図ることができる。包装材４２ｄ、４２ｅを熱伝導
性を有するアルミニウム合金やステンレスにするとより望ましい。
【００５４】

10

20

30

40

50

(7) JP 3644860 B2 2005.5.11



【発明の効果】
　本発明によると、部材には上昇通路を通る冷気からの冷熱が伝達されず、大部分が下降
通路を通る冷気から伝達される。このため、上昇通路から下降通路に至るまでの間に生じ
る冷気の温度上昇や貯蔵室内への一部吐出により、部材に伝達される冷熱の量が制限され
る。これにより、低温または多量の冷気を冷気通路に流通させて冷却能力を向上させた場
合であっても、貯蔵室は部材から一様に放出される冷熱により均一に冷却されるとともに
部材の結露を防止できる。

【００５５】
更に、送風機の送出により冷気通路に侵入した直後の冷気は圧力が変動して脈流となって
いるが、上昇通路から下降通路を通って貯蔵室内に冷気が放出されるまでの間に圧力が低
下して整流となる。これにより、貯蔵室内に放出される冷熱の量が安定し、貯蔵室内の温
度を均一にすることができる。
【００５６】
また本発明によると、上昇通路から冷気が吐出される吐出口を、左右方向の略中央に配さ
れる下降通路と上昇通路の隔壁と、貯蔵室の側壁との略中央に設けているので、下降通路
から左右方向の略中央に放出される冷熱と、吐出口から吐出される冷気とによって、貯蔵
室内が均一に冷却される。
【００５８】
また本発明によると、下降通路の両側部に設けられる上昇通路に連通する天井ダクトに左
右に分散する天井吐出口を設けているので、天井ダクト内に侵入する前に冷気は左右に分
散されている。従って、天井吐出口を貯蔵室の背壁の近傍に設けても貯蔵室内に吐出させ
ることができ、貯蔵室の奥行方向にも温度を均一にすることができる。
【００６０】
また本発明によると、部材及び断熱部材を着脱自在にしているので、冷気通路や部材及び
断熱部材の冷気通路側を容易に掃除することができ、貯蔵室内に吐出される冷気を清潔の
保持することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　　本発明の実施形態の冷蔵庫の側面断面図である。
【図２】　　本発明の実施形態の冷蔵庫の冷蔵室の正面図である。
【図３】　　本発明の実施形態の冷蔵庫の上面断面図である。
【図４】　　本発明の実施形態の冷蔵庫の部材を示す斜視図である。
【図５】　　本発明の実施形態の冷蔵庫の他の部材を示す斜視図である。
【図６】　　本発明の実施形態の冷蔵庫の部材の上端の取付方法を示す要部断面図である
。
【図７】　　本発明の実施形態の冷蔵庫の部材の下端の取付方法を示す要部断面図である
。
【図８】　　本発明の実施形態の冷蔵庫の部材の他の取付方法を示す要部断面図である。
【図９】　　従来の冷蔵庫の正面断面図である。
【符号の説明】
１　　冷蔵庫
２ａ　外箱
２ｂ　内箱
３、４、５、６　断熱扉
１１　　冷蔵室
１２　　野菜室
１３　　冷凍室
１４　　氷温室
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また、部材を上昇通路に面して延設し、下降通路と連通する隙
間を介して部材と上昇通路とを隔離する断熱部材を設けているので、下降通路を流通する
少量の冷気による冷熱を部材に伝達して上昇通路と下降通路とを覆う大きな面積から放出
させることができる。これにより、貯蔵室内の温度をより均一にすることができる。



２０　　圧縮機
２１　　冷却器
２２　　送風機
２３、２８、３０　冷気通路
２８ａ　下降通路
２８ｂ　上昇通路
２８ｃ　断熱部材
２８ｆ　隙間
３６　　断熱部材
４２　　部材
４２ａ　開口部
４２ｆ　延設部
５１　　照明灯
５３　　照明カバー
５４　　天井ダクト
６１、６２　除霜用ヒータ
６５　　ダンパー
７０　　背面板
７０ｂ　吐出部
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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